
還
ら
ず
　
変
わ
ら
ず

阪
本 
清
（
昭
和
42
年
卒
）

　

一
人
が
全
て
を
な
し
た
の
で
は
な

い
。
総
体
と
し
て
良
く
学
び
良
く
遊

び
そ
し
て
政
治
的
で
あ
っ
た
四
二
年

卒
。
反
抗
す
ら
で
き
ず
に
皆
還
暦
を

通
過
し
た
。
学
び
続
け
る
者
は
そ
れ

を
職
と
す
る
者
の
み
、
遊
び
と
言
う

に
は
ど
れ
も
貧
し
く
、
政
治
的
な
る

は
辻
恵
ひ
と
り
。

　

今
、
三
田
誠
広
は
「
僕
」
を
問
わ

ず
、
佐
々
木
幹
郎
も
潰
走
を
詩
（
う

た
）
は
な
い
が
、
そ
の
頃
は
使
お
う

と
は
し
な
か
っ
た
青
春
の
文
字
を
銀

幕
の
部
分
天
然
色
に
で
も
遠
望
せ
ん

と
て
仲
間
は
集
う
。
盆
暮
れ
は
正
確

な
掛
取
り
の
よ
う
に
森
本
光
雄
が
宴

席
の
世
話
を
焼
き
、
年
両
三
度
の
ゴ

ル
フ
会
を
工
藤
（
西
村
）
節
子
、
安

田
利
正
が
引
き
受
け
る
。

　

支
部
総
会
の
出
席
は
悪
い
が
そ
れ

な
り
の
結
束
も
な
く
も
な
い
。
外
に

は
斜
に
対
し
つ
つ
内
で
は
赤
面
し
て

い
る
。
そ
ん
な
癖
は
誰
も
治
っ
て
い

な
い
。

昔
は
「
西
嵐
会
」
と
名
乗
っ
て
い
ま

し
た

北
村
克
司(

昭
和
52
年
卒)

　

私
達
の
学
年
も
諸
先
輩
方
同
様
、

一
昨
年
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ
・
グ
ラ
ン

ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
で
の
総
会
の
当

番
幹
事
が
契
機
と
な
り
、
年
に
二
回

程
度
の
学
年
会
を
開
催
す
る
よ
う
に

　

第
85
回
金
蘭
会
東
京
支
部
総
会
は
、

7
月
12
日
、
皇
居
そ
ば
一
ツ
橋
の
如
水

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

1
8
1
名
。
大
阪
か
ら
来
賓
と
し
て
ご

出
席
い
た
だ
い
た
、
新
任
の
安
橋
金
蘭

会
会
長
お
よ
び
原
田
大
手
前
高
校
校
長

先
生
は
い
ず
れ
も
初
参
加
で
し
た
。
ま

た
今
年
新
し
く
大
学
生
に
な
ら
れ
た
新

人
会
員
も
5
名
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
幹

事
学
年
と
同
じ
昭
和
53
年
卒
の
中
村
扶

実
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
大
阪
を
中
心

に
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
中
村
さ
ん

の
歌
声
は
参
加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
如
水
会
館
は
、
一
橋

大
学
の
創
設
者
渋
沢
栄
一
が
、『
礼
記
』

の
一
節
「
君
子
交
淡
如
水
」
か
ら
命
名

し
た
そ
う
で
す
。
水
の
よ
う
に
淡
い
君

子
の
交
わ
り
よ
り
も
固
い
、
金
蘭
の
契

り
を
今
年
も
確
認
で
き
た
一
日
で
し
た
。

編集・発行／金蘭会東京支部（大阪府立大手前高等学校同窓会）
事務室／阪本弁護士事務所内
〒 104-0061　東京都中央区銀座6-7-2　みつわビル3F
ホームページ／www4.airnet.ne.jp/t-kinran/

如
水
の
交
わ
り
よ
り
金
蘭
の
契
り
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30
年
目
の
当
番
幹
事
は
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ

青
柳 

登
・
林 

俊
宏
（
昭
和
53
年
卒
）

　

第
85
回
総
会
は
、
本
格
的
な
暑
さ
が

始
ま
る
前
の
７
月
12
日
に
竹
橋
の
如
水

会
館
に
て
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を

発
す
る
不
況
の
影
響
で
参
加
人
数
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
ふ
た
を
開

け
て
み
る
と
、
学
生
会
員
を
含
め
例
年

と
変
わ
ら
ず
１
８
１
名
の
方
の
参
加
を

頂
く
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
着
席
正
餐
形
式
で
、

ゲ
ス
ト
に
53
年
卒
業
生
の
シ
ャ
ン
ソ
ン

歌
手
中
村
扶
実
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、

欧
米
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
や
昨

年
大
阪
で
催
さ
れ
た
水
都
2
0
0
9
の

イ
ベ
ン
ト
用
に
中
村
さ
ん
が
作
詞
・
作

曲
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｏ
等
の
曲
を
披
露
し
て
も

ら
い
、
大
変
ご
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
３
年
前
に
「
卒
業
30
年
目

の
学
年
が
当
番
幹
事
を
引
継
ぎ
、
総
会

の
準
備
を
す
る
」
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、

当
番
幹
事
代
表
を
引
き
受
け
は
し
た
も

の
の
、
そ
れ
ま
で
同
期
と
は
連
絡
を
取

っ
た
事
も
な
い
状
態
で
と
て
も
不
安
な

気
持
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
当
番
幹
事

募
集
を
兼
ね
た
同
期
会
を
開
い
た
と
こ

ろ
、
す
ぐ
に
４
人
の
当
番
幹
事
が
決
ま

り
、
そ
れ
か
ら
は
先
輩
方
や
役
員
の
方

に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
高
校
時
代
に
戻

っ
た
か
の
よ
う
に
楽
し
く
準
備
を
進
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
で
は
、
同

期
の
者
や
ク
ラ
ブ
の
先
輩
方
と
も
連
絡
を

取
り
合
え
る
様
に
な
り
、
30
年
目
に
当
番

幹
事
の
お
鉢
が
回
っ
て
く
る
の
は
な
か
な

か
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
高
校
時
代
に
戻
れ
る
総
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

な
り
ま
し
た
。

　

私
達
の
学
年
の
東
京
で
の
会
合
の

は
じ
ま
り
は
、
大
手
前
を
卒
業
し
、

大
学
に
進
学
し
た
頃
に
遡
り
ま
す
。

当
時
、
東
京
の
大
学
に
進
学
す
る
も

の
は
ご
く
少
数
で
、
一
年
道
草
を
し

て
き
た
者
が
合
流
し
た
頃
に
、
大
志

（
？
）
を
抱
い
て
東
京
に
来
た
数
名

で
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当

時
の
自
民
党
の
政
策
集
団
名
を
パ
ロ

デ
ィ
し
て
「
西
嵐
会
」
と
称
し
て
、

酒
場
で
夢
を
語
り
、
青
臭
い
議
論
を

し
て
い
た
の
が
、
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
総
会
の
後
に
学
年
会
を
開

催
し
、
大
阪
か
ら
こ
の
た
め
に
駆
け
つ

け
る
仲
間
も
い
て
、
盛
り
上
っ
て
い
ま

す
。
直
近
の
会
合
は
、
昨
年
の
十
一
月
に

都
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

同
級
生
の
皆
さ
ん
、
学
年
会
の
名
前
は

「
西
嵐
会
」
の
ま
ま
で
い
い
で
す
か
。

◎
略
歴

昭
和
34
年 	

大
手
前
高
等
学
校
卒

昭
和
38
年 	

東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、

 
	

大
阪
ガ
ス（
株
）
入
社

平
成
9
年 	

大
阪
ガ
ス（
株
）
取
締
役

平
成
10
年 

（
社
）
日
本
ガ
ス
協
会
出
向 

常
務
理
事

平
成
12
年 	

大
阪
ガ
ス（
株
）
常
勤
監
査
役

 
	

現 

大
阪
ガ
ス（
株
）
社
友

平
成
21
年 

4
月
よ
り
、
金
蘭
会
会
長

来
年 

金
蘭
会
は
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
す

ね
て
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
記
念
の
会
員
名
簿
や
記
念
誌
も
発

行
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
記
念
の
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
を
来
年
５
月
ご
ろ
に
、 

３
泊

４
日
で
神
戸
港
か
ら
瀬
戸
内
海
を
通
る
ル

ー
ト
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

１
１
０
周
年
、
１
１
５
周
年
の
と
き
、 

記

念
の
オ
レ
ン
ジ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
も
う
少
し
大
き
く
豪
華
な
船
で
、 

し

か
も
、
費
用
は
20
万
円
以
下
で
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
支
部
の
皆
様
に
は
、
参
加
し
に
く

い
事
情
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、

今
か
ら
ご
予
定
の
う
え
、 

ぜ
ひ
と
も
ご

一
緒
に
１
２
０
周
年
を
お
祝
い
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

金
蘭
会
会
長
　
安
橋
興
二
郎

　

明
治
24
年
に
創

立
さ
れ
た
金
蘭
会

は
、
来
年
、
創
立

１
２
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
記

念
事
業
の
う
ち
、 

現
在
、
決
ま
っ
て
い
る

主
な
も
の
を
以
下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
記
念
式
典
は
、
来
年
の
10
月
16
日

（
日
）
大
阪
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
11
時
30
分
か
ら
、
金
蘭
会
の
総
会
を
兼

■会員数  2636 名
　女性 1211 45.9%
　男性 1425 54.1%
■卒業年代構成  
　　  〜大正 15 年 14 0.5%
　昭和  2 〜 10 年 86 3.3%
　昭和 11 〜 20 年 253 9.9%
　昭和 21 〜 30 年 336 12.7%
　昭和 31 〜 40 年 659 25.0%
　昭和 41 〜 50 年 799 30.3%
　昭和 51 〜 63 年 399 15.1%
　平成元年〜 80 3.1%
　教職員 3 0.1%

●金蘭会東京支部データ●

●支部会計報告（平成 20 年度）（平成２０年１月１日～１２月３１日）

        収入の部金額（円）		       支出の部金額（円）
  前年度繰越	 6,697,389	 総会補助費	 239,560
  支部会費		  394,000	 支部運営費	 219,697
             （内訳）		               （内訳）
  終身会費分		  290,000	 会議費	 10,052
  年会費分		  104,000	 事務所使用料	 60,000
			   会報印刷代	 63,400
  雑収入		  23,000	 通信費	 7,160
  貯金利息		  2,902	 HP 費用	 22,680
			   雑費	 56,405
			   次期繰越金	 6,658,034
  合計	 7,117,291	 合計	 7,117,291

Topics/News/Information 
　�　●�仲間募集…「二

に

子
こ

玉
たま

会
かい

」
�変貌しつつある東急田園都市線二子玉川駅で、ラン
チしませんか？ 5 回目となる昨年は 27 名、うち初
めての方 6 名、皆勤 4 名でした。今年も 10 月の
土日に開催予定です。住所不問、性別不問、年齢不
問、思想信条不問です。詳細は竹村まで。

　　　　連絡先：竹村　泉（昭和 48 年卒）
　　　　TEL：045-984-6362
　　　　Ｅ mail：426izumi-t@e08.itscom.net
　　● 3 行広告、原稿募集

�出版本、個展、講演会、講習会、教室などの有料広
告や、 メンバーズボイス、趣味のコーナー、ペット
コーナーの原稿を募集しています。　

　　●�ご意見ご感想ほか問い合わせは、
�総務・森まで（TEL.03-3829-1548）
または、金蘭会東京支部ホームページへ。
�出版本、個展、講演会、講習会、教室などの有料広
告や、 メンバーズボイス、趣味のコーナー、ペット
コーナーの原稿を募集しています。　

●金蘭会東京支部ホームページ
　http://www4.airnet.ne.jp/t-kinran/
　�支部の最新情報がご覧になれます。メールアドレス登録もこちら

からお願いします。

編 集 後 記
青春の一時期に大手前高女、大手前高校に在籍して、現在
大阪を離れた者たちの集まり。無くてもいいけれど、あれ
ば楽しい同窓会誌になればと、加藤啓子さん（昭和 46 年
卒）のご協力のもと、今回も皆様にお届けできました。

ウサギでも猫でもなく、げっ歯類
チンチラ科のチンチラです。主食
は乾燥した牧草の、草食系男子レ
オくん。アンデス高原原産なので
寒さには強いようですが、高温多
湿が苦手でエアコンが必要です。

その大きな足がライオンの子の様
だったのでエルザ（ＥＬＳＡ）と
命名しました。Elegantな姿をし、
Lovely で Sweet で Active な 性
格の我が家のエンジェルです。

徳野千鶴子（昭和50年卒）

佐藤真理（昭和50年卒）

レオくん（チンチラ）

エルザちゃん

※数字は 2010（平成 22）年 4 月 8 日現在

平成 21 年卒の新人の皆さん



高
校
生
活
を
振
り
返
る

牧
野
耕
大（
平
成
21
年
卒
）

　

大
学
生
に
な
り
、
親
元
を
離
れ
東
京

で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
、

早
く
も
一
年
ほ
ど
た
ち
、
親
の
あ
り
が

た
み
や
家
事
の
大
変
さ
な
ど
を
体
感
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
は
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
高
校
生
活
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
最
近
の
大
手
前
事
情
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

第
一
に
思
う
こ
と
は
、
本
当
に
良
い

友
人
に
恵
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
バ
ス
ケ
部
に
所
属
し
て
い
た
の
で

す
が
、
専
門
の
顧
問
の
先
生
が
お
ら
ず
、

自
分
た
ち
で
考
え
た
り
、
O
B
さ
ん
た

ち
の
力
を
借
り
た
り
し
な
が
ら
協
力
し
、

特
に
同
期
の
友
人
と
は
よ
い
絆
が
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
部
や

野
球
部
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
、
み
な

同
じ
よ
う
に
悩
み
、
懸
命
に
活
動
し
て

い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
は
ク
ラ
ス
で
個
性

的
で
賑
や
か
な
友
人
に
恵
ま
れ
、
日
々

楽
し
み
な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
勉
学
に

励
め
た
と
思
い
ま
す
。

　

勉
学
に
対
す
る
環
境
も
と
て
も
恵
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
。
先
生
方
が
と
て
も

熱
心
に
進
路
指
導
や
志
望
校
向
け
の
発

展
的
な
補
講
を
行
っ
て
く
だ
さ
り
、
学
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合
田
康
子  

さ
ん

（
昭
和
49
年
卒
　
旧
姓
：
野
口
）

ワ
イ
ン
が
広
げ
る
人
の
輪

神戸海星女子学院仏文科卒。
'87 年、ボルドー大学テイスティング技術コースを受講。
帰国後、輸入会社にてワインの仕入担当となり、
03 年４月に「ラシーヌ」を設立。

M
e

m
b

e
r

's V
o

ic
e

  T
o

k
y

o
 K

in
r

a
n

k
a

i  

赤
池 

敏
宏  

さ
ん

（
昭
和
40
年
卒
）

再
生
医
療
と
臓
器
移
植

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

株
式
会
社
ラ
シ
ー
ヌ
代
表
取
締
役
社
長

1946 年静岡県生まれ。
大阪市立集英小学校／船場中学校を経て 1965 年大手前高校卒業
東京大学大学院工学研究科博士課程修了後、東京女子医科大学日本
心臓血圧研究所助手、東京工業大学大学院生命理工研究科教授を経
て現フロンティア研究センター教授
専門分野：再生医療、人工臓器、ドラッグデリバリー、バイオマテ
リアル

年度             会場        講師・イベント（敬称略） 幹事学年（卒)）
S55 年 都ホテル S24 年
S56 年 ホテルパシフィック S25 年
S57 年 東商スカイルーム 水谷慶一の講演 S26 年
S58 年 東商スカイルーム 包丁実演、小泉氏 ( 同期生）のフルート S27 年
S59 年 築地スエヒロ 笈田敏夫のジャズ S28 年
S60 年 虎ノ門パストラル ブレイクダンス ( 同期生の子息） S29 年
S61 年 椿山荘 橋本一雄校長 S30 年
S62 年 ホテルニューオータニ 樋口恵子　女の自立・男の自立 S31 年
S63 年 鉄鋼会館 日下公人　経済と人生哲学 S32 年
H1 年 川崎市産業振興会館　 渡辺興亜（同期生）南極の話 S33 年
H2 年 学士会館 土肥義承（同期生）医学の話 S34 年
H3 年 横浜港クルージング 台風の為中止となる S35 年
H4 年 如水会館 俵　萌子 S36 年
H5 年 銀座ハリウッド 桂歌之助 ( 同期生） S37 年
H6 年 半蔵門会館 荘村清志ギター演奏 S38 年
H7 年 スクワール麹町 堀田　力 S39 年
H8 年 かんぽヘルスプラザ東京 豊田利幸 ( 同期生） S40 年
H9 年 京王プラザホテル 笹本恒子 ( 写真家） S41 年
H10 年 帝国ホテル 竹村行雄 ( 同期生）気象の話 S42 年
H11 年 第一ホテル東京 三田誠広（同期生、作家） S43 年
H12 年 パンパシフィックホテル ヴァイオリンとハープのデュオ ( 同期生） S44 年
H13 年 赤坂プリンスホテル 小嶋勉 ( 同期生 ) 能の話と小鼓演奏 S45 年
H14 年 東京プリンスホテル 蓮月 ( 同期生、僧侶）の法話とダンス S46 年
H15 年 高輪プリンスホテル 水口博也（同期生）世界のオルカ S47 年
H16 年 ホテルミラコスタ 福井俊彦（S29 年卒）、ミッキー他 S48 年
H17 年 明治記念館 小川理子（S56 年卒）ジャズとワイン S49 年
H18 年 上野精養軒 久下真理（同期生）ピアニケーション S50 年
H19 年 椿山荘 大手前今昔物語 S51 年
H20 年 グランドハイアット東京 管弦楽カルテット（同期生の子息） S52 年
H21 年 如水会館 中村扶実（同期生）シャンソン S53 年

肝
臓
や
心
臓
な
ど
の
臓
器
を
臓
器
提
供
者

（
ド
ナ
ー
）
か
ら
患
者
に
移
植
す
る
移
植

治
療
は
、
臓
器
提
供
者
の
慢
性
的
な
不
足
と
言

う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
日
本
で
は
ド
ナ
ー
不

足
を
い
く
ら
か
で
も
補
う
た
め
に
、
生
体
の
臓

器
を
一
部
摘
出
し
て
移
植
す
る
と
い
っ
た
生
体

移
植
も
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
ド
ナ
ー
の
健
康

な
組
織
を
傷
つ
け
る
こ
と
の
是
非
が
問
わ
れ
る

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
近
年
、
E
S
細
胞
（
胚
性
幹
細
胞
）

や
京
大
山
中
伸
也
教
授
ら
の
開
発
し
た
i
P
S

細
胞
（
人
工
多
能
性
幹
細
胞
）
な
ど
の
細
胞
を

出
発
点
と
し
て
細
胞
を
増
殖
培
養
し
、
分
化
さ

せ
て
臓
器
（
あ
る
い
は
そ
の
一
部
と
な
る
組
織
）

を
作
り
だ
そ
う
と
す
る
試
み
が
非
常
に
活
発
に

な
っ
て
き
た
。（
我
が
大
手
前
高
校
出
身
の
教

授
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
な
大
学
で
活
躍
中
で
あ

ワ
イ
ン
の
仕
入
れ
に
携
わ
っ
て
、
早
二
十
年

と
い
う
時
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ

ー
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
と
優
れ
た
造

り
手
を
訪
ね
、
と
も
に
仕
事
を
す
る
機
会
に
め

ぐ
ま
れ
ま
し
た
。
選
ん
だ
ワ
イ
ン
の
タ
イ
プ
は
、

伝
統
派
か
ら
モ
ダ
ン
・
ス
タ
イ
ル
ま
で
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
な
に
よ
り
も
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ

と
個
性
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

の
維
持
に
心
血
を
そ
そ
い
で
き
た
つ
も
り
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
夫
の
後
押
し
で
し
た
。
1
9
8
7

年
、
出
張
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
日
常
的
な
ワ
イ

ン
生
活
の
一
端
に
触
れ
た
夫
は
、「
君
の
得
意
な

食
べ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
く
れ
ば
い
い
。
今
行

け
ば
、
ま
た
行
け
る
だ
ろ
う
。」
と
1
年
間
の
フ

ラ
ン
ス
で
の
生
活
を
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。
四

歳
と
一
歳
の
子
供
を
連
れ
て
の
海
外
生
活
は
、

不
安
で
一
杯
で
し
た
が
、
楽
し
く
充
実
し
た
毎

る
。） 

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
移

植
が
可
能
な
ほ
ど
の
臓
器
を
作
る
た
め
に
は
、

非
常
に
膨
大
な
数
の
細
胞
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
だ
。
例
え
ば
ヒ
ト
の
肝
臓
は
2
5
0
0
億
個
、

ヒ
ト
の
心
臓
は
7
0
0
億
個
も
の
細
胞
で
成
立

し
て
い
る
。

　

筆
者
の
東
工
大
大
学
院
生
命
理
工
学
研
究
科

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
E
S
細
胞
（
胚
性
幹
細
胞
）

と
i
P
S
細
胞
（
人
工
多
能
性
幹
細
胞
）
を
膨

大
な
数
に
効
率
よ
く
増
や
せ
る
細
胞
培
養
材
料

（
E
ー
カ
ド
ヘ
リ
ン
キ
メ
ラ
抗
体
）
を
開
発
し
た
。

肝
臓
や
心
臓
、
腎
臓
な
ど
の
移
植
用
臓
器
や
移

植
用
組
織
を
人
工
的
に
作
り
出
す
た
め
の
重
要

な
問
題
点
を
解
決
で
き
そ
う
な
開
発
成
果
で
あ

る
。

日
で
し
た
。
も
と
も
と
、食
べ
る
こ
と
に
熱
心
な
、

典
型
的
な
大
阪
人
の
家
庭
に
育
ち
ま
し
た
か
ら
、

季
節
の
折
々
の
味
わ
い
に
心
を
躍
ら
せ
、
市
場

通
い
と
ワ
イ
ン
の
あ
る
食
卓
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
優
れ
た
ワ
イ
ン
に
は
造
り
手
の
人
と
な
り
が

滲
み
出
て
お
り
、
一
本
の
ビ
ン
の
な
か
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
個
性
的
な
味
わ
い
と
テ
ロ
ワ
ー
ル

（
味
わ
い
に
表
れ
る
風
土
・
土
壌
な
ど
の
環
境
）

だ
け
で
な
く
、
造
り
手
自
身
の
哲
学
、
経
て
き

た
人
生
と
ド
ラ
マ
が
、
生
き
て
い
る
」
と
、
考

え
て
い
ま
す
。
深
い
信
頼
に
基
づ
く
人
の
輪
が

ワ
イ
ン
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
広
が
っ

た
こ
と
が
、何
よ
り
の
喜
び
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

良
い
ワ
イ
ン
と
新
し
い
ワ
イ
ン
を
求
め
て
旅
を

続
け
、
ワ
イ
ン
を
通
し
て
幸
せ
を
運
ぶ
お
手
伝

い
が
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
東
京
在
住
昭
和
49
年
卒
学
年
の
「
ワ
イ
ン
の
会
」

は
20
回
を
超
え
、
ワ
イ
ン
を
囲
ん
で
親
し
く
交

流
が
続
い
て
い
る
。）

H3 年は横浜港のクルージングが台風のため中止となり、対応が大変だったと聞いています。 出席者全員
への中止連絡や総会費の返金等幹事の皆様のご苦労もひとしおだったことと思われます。

東京支部の総会及び懇親会は、今年で第 86 回となります。現在わかる範囲で表にして
みました。 幹事となる学年が工夫を凝らして準備をされ、それぞれに思い出が詰まっ
ていることでしょう。幹事を機に同期会が発足することも多いのですが、同期生を集め
るのも年々難しくなり、 総会のあり方も皆様と一緒に考えていきたいと思います。

今までの支部総会

◎バレーボール　　　　　　　　　　　　長谷川誠（昭和 48 年卒）
　高校時代は男子バレー部。その後も会社のスポーツ大会やクラブ
活動等でバレーボールを続け、 今でも子供が通っていた地元小学校
のＰＴＡバレーボールチームの選手兼監督・コーチとして 10 数年
来現役でがんばっています。

◎マラソン　　　　　　　　　　　　勝川佐江子 ( 昭和 50 年卒 )
　マラソンが趣味と言えるほどのキャリアもタイムもないのですが、
走るのは好き。自宅近くの駒沢公園をゆっくりジョギングしていま
す。数年前から走ると膝に痛みを感じることがありマラソンは封印
していたのですが、夫や友人に誘われるままに申し込んだ昨年の東
京マラソンに追加当選。びっくり仰天した私はまず可愛いウエアと
シューズを買って気分を高めました。夜は暗くて寒いという軟弱な
理由から走るのは仕事が休みの週末のみ。平日はスクワットや腹筋
など筋力アップに励みました。当日は多くのボランティアの方たち、
沿道の声援に勇気をいっぱいもらって完走できました。膝の痛みも
なく、９年前の NYC マラソンよりタイムもアップ。メトロを乗り継
ぎ、煙草をすう暇もなく６ヶ所で応援してくれた夫に感謝、感謝です。
次は二人でメドックマラソン！？皆さん、ご一緒にいかがですか？

◎野球　　　　　　　　　　　　　　　　木内一喜 ( 昭和 50 年卒 )
　五十の手習いで、何故か元水泳部の私が、草野球です！永年の虎
キチですが、息子の少年野球を手伝ううちに、「観るのもええけど、
ほんまにやったら百倍オモロイッ！」と勢いで結成してしまったの
が、我がチーム Toranomons です。初陣は０－４５の惨状でしたが、
メゲずに３年余、いまや地元リーグ TSL では、体力不足を経験、技

（魔？）術で補う、一寸煩い存在として異彩を放っております。今季
は母校同期のE選手入団も寄与し、虎視眈々と初制覇も狙っています。
東京支部の皆様におかれましても、一寸覗いてみたろかという向き
がございましたら、年齢性別経験等々問いません、是非お気軽にグ
ラウンドまでご来臨賜りたく。（連絡先：toramons@zau.att.ne.jp）。

◎ミニバスケットボール　　　　　　　横尾幸信 ( 昭和 50 年卒 )
　ミニバスケットボールクラブの監督・コーチを務めて１０年余り。
毎週土曜日の午後、小学生と楽しく練習しています。低学年は 無邪
気にボールを追いかけていますが、６年生にもなると大人顔負けの
プレーをして驚かせてくれます。

校
の
勉
強
に
し
っ
か
り
つ
い
て
行
き
さ

え
す
れ
ば
、
十
分
な
学
力
が
つ
く
よ
う

に
配
慮
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
加

え
て
、
学
区
改
変
に
よ
り
人
気
も
高
ま

り
、
進
学
実
績
も
伸
び
て
い
く
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
英
国
派
遣
団
と
し
て
二
週

間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
や
様
々
な
行
事
な
ど
、
多
く
の
経

験
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
金
蘭
会
の
一
員
と
し
て
、

素
晴
ら
し
い
大
手
前
高
校
の
さ
ら
な
る

発
展
に
皆
様
と
と
も
に
貢
献
で
き
れ
ば

思
い
ま
す
。

私 の 趣 味

東京支部


